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国鉄 キハ０７ ２００番代 ３バージョン 

当店ではＯＪスケールの世界でもローカルラインで活躍した車輌を製品化していきます。これまで発売したも

のでも制式蒸気Ｃ１２、Ｃ５６、北海道専用線のＢ６等はこの範中に入ります。次なる企画は当店としてはＯＪ

初となるディーゼルカー キハ０７です。それも戦後製キハ０７（４２６００）が液体化改造で総括制御可能と

なり２００番代を名乗ったものよりナンバーを選び完全な特定番号仕様で製作致します。ディーゼルカーのＯＪ

モデルとして今までに無い破格の出来の製品にしようとの意気込みで取り組みました。ギヤヘッド付マクソン・

コアレスモーターをラジエーターの中にスッキリと収納。これより出た動軸シャフトは恐ろしく作り込まれたデ

ィテールを誇るＤＭＨ１７Ｃエンジンの中を貫通（もちろんベアリング軸受けが入ります）動力車輪に伝達され

ます。ギヤはクラウン・ギヤを使用。ギヤボックスはもちろん分解出来ます。これまでのＯＪモデルではモータ

ーをエンジン部に置いていたのでどうしてもエンジン横巾を大きく広げレリーフ状のつい立として表現するしか

ありませんでした。又エンジン下端もスケールの高さよりかなり下がったものとなりディーゼルカーの最も重要

な心臓部と云える部分が大きなＯＪスケールでもまったく正しく再現されていませんでした。今回のキハ０７は

この点を中心に超絶的なディテール表現で真を問います。もちろん車体の形状も正しい寸法取りで群を抜く出来

栄えです。少しでもお客様にお買い上げ易くする目的で、この出来としては破格の価格を設定。税込み 20 万円台

を実現しました。ご期待下さい。 

キハ０７系車両について 
キハ０７と呼ばれる車輌は、昭和１０年から大形ガソリン動車として製造されたキハ４２０００形に昭和２６年

に完成した制式ディーゼル機関ＤＭＨ１７を搭載した４３輌と昭和２７年にほぼ同一形態で増備された２０輌を

加えてキハ４２５００形としたものを昭和３２年の車輌称号の改正によりキハ０７形となった６３輌である。そ

の他に早期に私鉄譲渡されキハ０７にならなかったもの７輌と私鉄の独自発注車が数形式あり、それらを含めて

キハ０７系としている。そのうち時代と形態などから選んだ各車について以下に概略を述べる。 

 

キハ０７ ２０６、２０７（美濃太田） 
キハ０７１０１～のうち１５輌を液体式総括制御車に改造

しキハ０７２０１～としたものでエンジンはトルクコンバ

ーター付ＤＭＨ１７Ｃに換装しラジエーターも２０系と同

様のものになり、エアタンクを一つ増設し床下機器の配置

も大幅に変更された。燃料タンクは床板から離して取り付

けられ腰板の燃料注入口は無くなった。総括制御のための

機器が取り付けられて正面に連結栓が目立つ。また連結器

は他の形式とも連結可能な気動車標準の密着自連になって

いる。末期にはＡＴＳも取り付けられた。昭和２７年に液

体式の試験車としてその後の我が国気動車の基礎を築いた

０７形だが国鉄で液体式となったのはこの１５輌だけであ

る。キハ０７２０７は２０１～６と共に大垣を中心とした地区に配置され、樽見線（現樽見鉄道）ではキハ０７

２００番代４連の列車も見られた。新潟鉄工所製でさほど寒冷地と思えないのに温風暖房器を２器取り付けてい

る。液体式改造は名古屋工場。 

平成 21年 12 月 3日 

キハ０７ ２１１ 

税込予価￥２７３，０００ 

発売予定２０１０年８月 



ＤＭＨ１７Ｃエンジン 

キハ０７ ２１１（遠軽）、２１２（深川）  
キハ０７１１２を旭川工場で液体式に 

改造したものだが、ここでは標準的な 

改造に加えて便所の設置や中央ドアを固 

定し前後のドアにドアエンジンの取り付け 

等が行なわれている。もちろん北海道の 

耐寒設備も取り付けられている。タイフォ 

ンは防雪型の蓋付のものが正面右窓下 

に付けられた。又燃料タンクは従来と同じ 

ように床板に密着して取り付けられ、燃料 

注入口は腰板に設けられている。２１１に 

は補助灯のブラケットが残っているが濃 

霧の時には返って視界を妨げることが分か 

りこの時にはもう使用されていない。新潟 

鉄鋼所製。 

 

                  キハ０７ ２１３、２１４（木次） 
                  液体式０７の出雲型といえるような車輌。金太郎塗り分けで台車に砂     

                  箱も付けている。ＡＴＳも付いているがキハ０７で装備しているのは 

                  末期まで使われたものだけである。新潟鉄工所製で木次線管理所に配      

                  置されて出雲板根のスイッチバックの登り降りしていた。同じ木次線   

                  で活躍したＣ５６、キハ０２と並べてやりたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お 客 様 ご 注 文 書＞  
ご注文年月日     年  月  日  

ご氏名              郵便番号     -      

ご住所                                             

電話番号            ＦＡＸ番号             

メールアドレス                                  

 

           品            名 注 文 数 

ＯＪ 国鉄 キハ０７ ２０６、２０７（美濃太田）  

ＯＪ 国鉄 キハ０７ ２１１（遠軽）２１２（深川）  

ＯＪ 国鉄 キハ０７ ２１３、２１４（木次）  
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